
5
貧
困
の
連
鎖
を
断
ち
切
る
た
め
に

田ノ上 真  議員

所
得
基
準
を
維
持
、
継
続
的
に
援
助

　

格
差
社
会
の
な
か
、
子
ど
も
の

貧
困
対
策
が
国
の
施
策
と
し
て
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
先

進
国
の
中
で
も
高
率
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
須
恵
町
の
数
値
は
そ
れ

よ
り
も
高
い
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
は
親
の
生
活
困

窮
の
結
果
で
、
そ
の
要
因
は
社
会

経
済
の
動
向
に
よ
る
も
の
が
大
き

い
で
し
ょ
う
。
故
に
一
概
に
自
治

　

子
ど
も
の
貧
困
に

対
す
る
教
育
委
員
会

の
施
策
と
し
て
、
要

保
護
・
準
要
保
護
者

に
対
す
る
経
済
支
援

が
あ
り
、
対
象
児
童

数
は
全
児
童
生
徒
の

19
・
３
％
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
家
庭
に

は
、
学
校
教
育
法
に

基
づ
く
「
須
恵
町
立

学
校
児
童
・
生
徒
就

学
援
助
規
則
」
に
よ

体
へ
そ
の
責
を
求
め
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
町
民
に
と

っ
て
一
番
身
近
に
相
談
で
き
る
の

が
、
須
恵
町
の
各
部
局
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。
親
か
ら
子
へ
の
貧
困

の
世
代
間
連
鎖
が
断
ち
切
ら
れ
る

よ
う
望
む
も
の
で
す
。

　

そ
こ
で
、
須
恵
町
の
子
ど
も
の

貧
困
に
関
す
る
指
標
と
現
在
の
施

策
に
つ
い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

　
　

安
河
内
教
育
長
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体
力
向
上
の
取
り
組
み
は

　

須
恵
町
教
育
振
興
基
本
計
画
の

今
後
５
年
間
に
総
合
的
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
の
中
で
「
小
中
学
校

で
は
、
体
力
ア
ッ
プ
プ
ラ
ン
を
も

と
に
、
児
童
・
生
徒
の
体
力
向
上

を
目
指
す
」
と
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
行
っ
て
い
る
新
体
力
テ
ス

ト
（
96
項
目
）
に
お
い
て
は
、
昨

年
に
引
き
続
き
全
国
平
均
を
下
回

る
項
目
が
多
か
っ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
テ
ス
ト
結
果
と
課
題
、
学

小
学
校
男
子
で
は
、

体
力
テ
ス
ト
の
合
計

点
が
全
国
平
均
を
わ

ず
か
に
上
回
っ
て
い

ま
す
が
、
運
動
能
力

に
係
る
項
目
を
み
る

と
、
下
回
る
も
の
が

多
く
あ
り
ま
す
。

　

小
学
校
女
子
で
は
、

体
力
テ
ス
ト
合
計
点

が
全
国
平
均
を
下
回

り
、
持
久
力
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

校
な
ど
の
取
り
組
み
状
況
、
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
お
聞

き
し
ま
す
。

　

ま
た
、
運
動
能
力
の
向
上
に
効

果
が
著
し
い
と
さ
れ
て
い
る
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
運
動
を
幼
児
・

小
中
学
校
に
取
り
入
れ
る
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
教
育
長
の
お
考
え

は
い
か
が
で
す
か
。

　
　

安
河
内
教
育
長

　

本
町
の
体
力
テ
ス
ト
の
結
果
は
、

今村 桂子  議員

年
齢
に
応
じ
対
応

教
育

福
祉

り
必
要
な
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
に
よ
っ
て
は
、
所
得
基

準
を
引
き
下
げ
、
就
学
援
助
を
縮

小
す
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
が
、

本
町
で
は
、
所
得
基
準
を
維
持
し

継
続
的
に
援
助
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
か
ら
、
須

恵
町
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議

会
を
毎
月
開
催
し
、
情
報
交
換
や

各
家
庭
へ
の
支
援
策
を
具
体
的
に

検
討
し
、
個
別
の
家
庭
訪
問
等
を

繰
り
返
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
　

中
嶋
町
長

　

本
町
で
は
、
教
育
に
つ
い
て
は

格
差
な
く
救
済
し
よ
う
と
い
う
考

え
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

義
務
教
育
の
間
は
、
経
済
的
な

問
題
で
は
な
く
、
子
ど
も
の
教
育

の
機
会
平
等
を
基
本
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
も
、
男
女
と
も
に
全

国
平
均
を
下
回
り
、
小
学
校
同
様

に
持
久
力
に
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
各
小
中

学
校
で
課
題
に
応
じ
て
体
力
向
上

プ
ラ
ン
を
立
て
、
体
力
づ
く
り
と

運
動
能
力
向
上
に
向
け
た
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
本
町
で
も
数

年
前
か
ら
部
分
的
に
取
り
入
れ
て

お
り
、
幼
児
教
育
に
お
い
て
は
、

専
門
の
ト
レ
ー
ナ
ー
に
よ
る
運
動

教
室
を
各
幼
稚
園
・
保
育
所
で
月

２
回
（
年
間
24
回
）
程
度
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

小
学
校
・
中
学
校
と
も
に
、
運

動
に
結
び
付
け
て
い
く
準
備
運
動

の
段
階
で
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
で
は
、
各
部
位
の
筋
力

や
体
力
強
化
と
い
う
観
点
か
ら
、

筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
複
合
的
に

取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

相対的貧困率
経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の基準を用い、世
帯収入から、子どもを含む国民一人あたりの所得
を仮に計算し、真ん中の人の半分（貧困線）に満
たない人の割合。子どもの貧困率は、18歳未満で、
この貧困線を下回る人の割合。

％ （出典）厚生労働省「平成 25年国民生活基礎調査」

準備運動の様子（中学校） 準備運動の様子（小学校）
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